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市 民 の ペ ー ジ

父母より：抱っこが大好きな想生

くん。たくさんの大好きな人たち

に囲まれて毎日急成長！これから

も元気にすくすく育ってね。大好

きだよ〜。

橋は
し
も
と本

　
想そ

う生
く
ん
（
西
本
町
）

Ｒ
７
年
12
月
５
日
生
ま
れ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・住所・生年月
日・性別・連絡先・お子さんへの
メッセージを添えて、経営戦略
課 ま た は 各 支 所
地 域 振 興 室 ま で
申 し 込 ん で く だ
さ い。郵送、メー
ル（promo@city. 
shobara.lg.jp）で
も受け付けます。メールアドレス

お子さんの写真を
載せてみませんか？

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

ウェルセレクション庄原

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

「誰かが決めてくれる」のを、ただ待つのはやめにしませんか？

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、地域共創課自治振興係（☎ 0824-73-1154）まで。

　私たち W
ウ ェ ル

ell-S
セ レ ク シ ョ ン

election 庄原は、「選択と決断が未来を創る」
を合言葉に、市民一人一人の主体的な選択で「よりよい庄原」を実
現することを目指しています。
　令和７年２月 1 日の発足以来、週 1 回のミーティングを 1 年間継
続し、行政でも議員でもない「一市民」の立場から市議会を追って
きました。
　議会の「一般質問」は、私たち市民の生活に直結する大切な話し
合いの場です。しかし忙しい日常の中で全てをチェックするのは簡
単ではありません。そこで私たちは、AI を駆使して、複雑な議論を

「市民目線」で分かりやすく要約。約６分で分かる解説動画などを各
SNS で配信しています。まずは動画で、庄原の「今」を知ることから。
自分事として知り、考え、そして選択する。そのきっかけをお届け
しています。ぜひ一度、私たちの HP をのぞいてみてください。
  問い合わせ
  所在地：庄原市新庄町 381-1　学習塾 CubiK 内
  代表　中村　学　　　☎ 090-6849-4677 ホームページ

総領小学校 高野中学校

西城小学校

「読書活動編」躍動する子どもたち！躍動する子どもたち！

　西城小学校では、
毎年、図書委員会の
主催による「図書祭
り」を行っています。
　 令和８年度末に
も、１年間の読書の
振り返りを行い、今

後の読書への意欲を高めるという目的の下、「ダン
ボの会」の皆さんの読み語りや、縦割り班での本
の紹介、年間の貸し出し冊数の表彰などを行いまし
た。
　ダンボの会の読み語りでは、普段はあまり見るこ
とができない大型絵本や郷土の昔話などに触れる
ことができました。また、縦割り班での本の紹介で
は、１年生から６年生までの児童が、自分がお薦め
する本を紹介し合った後、気になる本を読んだり、
本の内容について質問したりする姿が見られまし
た。
　西城小学校では、これからも児童一人一人の読
書の幅を広げる活動に取り組んでいきます。

　このコーナーでは、隔月で市立学校の取り組みや
児童生徒の活動の様子を紹介します。

教育指導課指導係☎ 0824-73-1184

ダンボの会の読み語り

（西城小学校）

校内に掲示した親子読書カード

（総領小学校）

ビブリオバトルで意見を交わし合う生徒（高野中学校）

　総領小学校では、
読書活動の取り組み
として、夏休みと冬
休みに「親子読書」
を行っています。
　児童が選んだ本を、

「読んでもらう」また
は「読んであげる」のどちらかを選び、その感想
を親子で書くという取り組みです。
　書いた感想は校内に掲示し、参観日などに保護
者にも見ていただいており、「本の面白さを家族で
共有できる」などの声が挙がっています。
　また、月に一度、「読み語りの会ファンファン」
さんに来ていただいており、児童は、季節や行事
に合わせた本の読み語りを楽しんでいます。
　さらに、図書委員会が年間の貸出冊数の目標を
決め、多くの人に本を借りに来てもらえるよう「図
書まつり」を企画し、本を読むことが好きになる
活動を児童自ら仕組んでいます。

　高野中学校では、
毎年、生徒会の文化
図書委員会主催で校
内ビブリオバトルを
開催しています。
　ビブリオバトルの
学習を通して、読書

の大切さを再認識するとともに、読書の魅力を語
るという機会を通して、表現力を高めることを目的
に実施しています。
　本年度も、発表者（バトラー）は話し方や動作
を工夫し、「この本を読んでみたい」と思わせる発
表を行い、また、聞いている生徒は、発表後、即
興的に感想や質問を交わすなど、双方向の話し合
いができる会となりました。
　開催後には、「発表はとても緊張したが、良い経
験だった」「もう一度あの本を読んでみたくなった」
などの感想が寄せられており、これからも読書の
楽しさや大切さを考える活動を続けていきます。

シリーズシリーズ

　市職員が地域に出向いて、市の施策や事業などの説明など
を行う「出前トーク」を実施しています。
　「もっと詳しく知りたい」「こんなことを聞いてみたい」とい
った要望にお応えします。詳しくは市ホームページをご覧いた
だくか、経営戦略課（☎ 0824-73-1159）へお問い合わせくだ
さい！

本年度の新メニューを紹介！
　　　　　　▪地球温暖化対策について
　　　　　　▪消費者トラブルに遭わないために
　　　　　　▪行政経営改革について　など

広報しょうばら／ 2026.5　2 3　2026.5 ／広報しょうばら



①子ども・子育て

②福祉・介護

③ウェルネス

⑤地域経済

⑥防犯・防災・減災

①農林業

②商工業

⑦自治・協働の推進

④生活基盤

⑧ダイバーシティ・インクルージョン

行政経営の刷新
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1

市
民
の
期
待
に
応
え
、

将
来
を
担
う

人
的
資
源
の
育
成

将
来
に
希
望
が

つ
な
が
っ
て
い
く

仕
組
み
づ
く
り

安
心
な
暮
ら
し
の
充
実

安
心
な
暮
ら
し
が
充
実
し
、庄
原
に
関
わ
る
人
の
未
来
が
つ
な
が
っ
て
い
く
ま
ち

将来像 施策領域 施　　策施策の柱

実施計画

基本計画

基本構想

3カ年の計画
（毎年度見通し）

5年間の計画 （中間見直し） （次期改定）

（次期改定）10年間の計画

令和8 令和9 令和10 令和11 令和12 令和13 令和14 令和15 令和16 令和17

本市がめざす将来像や
施策の柱の方向性を示す。

施策領域、個々の施策の
概要や成果指標を示す。

各施策領域の施策に紐づく
主な事業などを示す。

　

本
市
で
は
、「
第
２
期
庄
原
市
長
期
総
合

計
画
」が
令
和
７
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、新
た
に「
第
３
期
庄
原
市
長
期
総

合
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、市
民
・
事
業
者
の

皆
さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、初
の
試

み
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
意
見
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、学
識
経
験
者
や
公
共

的
団
体
の
代
表
者
な
ど
23
人
で
構
成
す
る

「
庄
原
市
長
期
総
合
計
画
審
議
会
」の
審

議
・
答
申
を
受
け
、本
年
３
月
に
議
会
で
の

議
決
を
経
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
、こ
の
計
画
を
基
盤
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
中
で
、計

画
の
趣
旨
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
共
有

す
る
と
と
も
に
、取
り
組
み
の
成
果
と
課

題
を
継
続
的
に
検
証
・
評
価
し
、改
善
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

長
期
総
合
計
画
は
、本
市
を
取
り
巻
く

社
会
情
勢
の
変
化
や
、人
口
の
将
来
展
望

な
ど
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
、市
民
の
声
な

ど
を
基
に
、あ
ら
た
め
て
本
市
が
め
ざ
す

姿
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

 

〝
安
心
〞
と
〝
希
望
〞
が
将
来
に
つ
な

が
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
羅
針
盤
で
あ

り
、本
市
に
関
わ
る
多
く
の
人
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
指
針
と
な
る
本
市
の
最
上
位
に
位
置

付
く
行
政
計
画
で
す
。

　

基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施
計
画
で
構

成
し
、対
象
期
間
は
、令
和
17
年
度
ま
で
の

10
年
間
で
す
。

　

基
本
計
画
と
実
施
計
画
は
、施
策
の
進

捗
状
況
や
社
会
情
勢
の
動
向
な
ど
を
踏
ま

え
て
基
本
計
画
を
５
年
・
実
施
計
画
は
毎

年
見
直
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
行
し
、日
々
目
ま
ぐ
る

し
く
社
会
情
勢
が
変
化
し
て
い
く
な
か

で
、「
庄
原
市
」を
将
来
に
向
け
て
誇
り
に

思
え
る
か
た
ち
で
未
来
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、今
、本
市
に
暮
ら
す
全
て
の

人
が
、「
安
心
な
暮
ら
し
」に
満
た
さ
れ
、そ
し

て
、本
市
に
住
む
人
の
み
な
ら
ず
、本
市
と
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
関
わ
り
を
持
つ
多
く
の
人
も

本
市
に
魅
力
を
感
じ
、将
来
の
可
能
性
を
育

み
、展
望
を
描
け
る
〝
ま
ち
〞
に
し
た
い
と

い
う
願
い
を
込
め
、将
来
像
を「
安
心
な
暮
ら

し
が
充
実
し
、庄
原
に
関
わ
る
人
の
未
来
が

つ
な
が
っ
て
い
く
ま
ち
」と
設
定
し
ま
し
た
。

　

め
ざ
す
将
来
像
を
実
現
し
て
い
く
た
め

に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
適
切
に
体
系

化
し
、よ
り
効
果
の
高
い
事
業
を
考
え
て

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
観
点
か
ら
、次
の
ま
ち
づ
く
り
の
３

つ
の
柱
と
、こ
れ
ら
の
柱
を
下
支
え
し
、取

り
組
み
の
中
心
と
し
て
機
能
し
て
い
く
行

政
の
役
割
と
し
て
、４
つ
目
の
施
策
の
柱
に

「
行
政
経
営
の
刷
新
」を
設
定
し
ま
し
た
。

　

医
療
、福
祉
、交
通
、防
犯
・
防
災
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
市
民
が
抱
え
る
不
安
に
対

し
、市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

「
安
心
な
暮
ら
し
」の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

子
育
て
や
、高
齢
者
の
健
康
支
援
を
充

実
さ
せ
、住
民
自
治
の
下
、持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
築
い
て
い
く
と
と
も
に
、地
域

の
生
活
拠
点
や
最
適
な
交
通
手
段
を
確
保

し
、地
域
経
済
の
循
環
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、防
災
力
の
強
化
や
特
殊
詐
欺
被

害
防
止
な
ど
の
安
全
対
策
、人
々
が
持
つ

異
な
る
背
景
や
価
値
観
の
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
推
進
し
、ま
ず
は
、誰
も
が
希
望
を
持

ち
将
来
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

経
済
活
動
に
明
る
い
展
望
を
描
く
た
め

に
、魅
力
的
な
仕
事
や
人
口
減
少
下
に
お
い

て
も
経
済
成
長
と
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創

出
で
き
る
仕
組
み
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

農
林
業
の
担
い
手
育
成
や
生
産
額
の
向

上
な
ど
に
よ
る
基
盤
産
業
化
、商
工
業
の

維
持
・
発
展
の
た
め
の
支
援
強
化
な
ど
、地

域
を
支
え
て
き
た
産
業
の
持
続
的
な
成
長

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、観
光
資
源
の
高
付
加
価
値
化
や
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、多
様
な
主
体

に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、人
口
減

少
へ
適
応
す
る
た
め
に
関
係
人
口
の
創
出
や

都
市
機
能
の
再
編
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、豊
か
な
生
活
と
地
域
活
性
化
を
実
現

し
、持
続
的
な
経
済
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

て
ま
す
。ま
た
、「
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
」を
追
求
し
、重
点
と
選
択
の
明
確

化
、事
業
の
効
果
検
証（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）を
高

め
ま
す
。

　

変
化
の
大
き
い
時
代
で
、市
民
の
付
託

に
応
え
る
持
続
可
能
な
市
政
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

計
画
の
全
編
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
れ
、地
域
の
原
動
力
と
し
て
活
躍
す
る
環

境
を
築
く
こ
と
な
ど
で
、魅
力
あ
る
ま
ち
を

創
造
す
る
た
め
に
長
期
的
視
点
を
持
っ
て

豊
か
な
人
的
資
源
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
支
え
る
た
め
、新
た
な
視
点
を
持
ち
、効

率
的
な
行
政
運
営
と
健
全
な
財
政
管
理
の

双
方
の
追
求
を
進
め
ま
す
。

　

業
務
の
見
直
し
・
連
携
な
ど
を
進
め
る

と
と
も
に
、職
員
の
政
策
立
案
・
実
行
力
を

伸
ば
し
、挑
戦
と
改
善
を
促
す
風
土
を
育

　

安
心
な
暮
ら
し
や
経
済
成
長
を
支
え
て

い
く
基
礎
と
す
る
た
め
の
、人
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を

育
み
つ
つ
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、あ
ら

ゆ
る
世
代
が
意
欲
的
に
学
び
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分

野
で
技
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2
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成

③観光の振興

④産学官連携

⑤人口減少への適応

①次世代教育

②リカレント教育の推進

③グローバル人材の活躍

④ふるさと愛・誇り

①行財政運営
⑴ 行政組織体制の強靭化

⑵ 社会保障制度の適正運営

⑶ 魅力向上に資する施設の適正管理

⑶ 歴史・伝統文化の推奨

⑵ 芸術・文化・スポーツで活躍する人材育成

⑴ シティプロモーションの推進

⑸ ふるさとへの愛着を育む学びの充実

⑷ 家庭・地域の教育力向上

⑶ 高等学校・大学との連携・支援

⑵ 義務教育の充実

⑴ 幼児教育の推進

⑶ 都市機能の再編・充実

⑵ 関係人口の創出

⑴ 移住・定住の促進

⑵ イノベーションの促進

⑴ 産業の成長戦略の推進

⑵ 商業の振興

⑴ 工業の振興

⑵ 林業の振興

⑴ 農業の振興

⑶ 多文化共生社会の実現

⑵ 男女共同参画社会の実現

⑴ 人権尊重社会の実現

⑵ 災害からの安全確保

⑴ 犯罪・事故からの安全確保

⑵ 城内経済循環の促進

⑴ 生業と里山環境の維持

⑷ 環境衛生の充実

⑶ コンパクトなまちづくり

⑵ インフラ機能の充実

⑴ 生活交通の充実

⑶ 医療の充実

⑵ 生きがいづくりの促進

⑴ 健康づくり推進

⑶ 地域福祉の向上

⑵ 障害者の自立支援

⑴ 高齢者の自立支援

⑶ 子どもの権利保護

⑵ 母子保健の推進

⑴ 子育て支援の充実

経
営
戦
略
課 

経
営
戦
略
係　
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歳  入
309億4,408万円

歳  出
309億4,408万円

【自主財源】
66億61万円
(▲2.5%)

【依存財源】
243億4,347万円
(▲5.5%)

令和８年度当初予算の概要

　令和８年度当初予算は、新たなまちづくりの指針となる第３期長期総合計画において掲げた将来像「安心な暮ら
しが充実し、庄原に関わる人の未来がつながっていくまち」の実現に向け、事業を着実に進めるとともに、従来の延
長線上にとどまらない新たな視点や、客観的データに基づく実効性のある施策として、分野横断的に取り組む重点
プロジェクトを立ち上げ、未来につながる予算編成としました。
　なお、物価や労務単価の上昇が続く中、歳入歳出の収支均衡を図るため、財政調整基金から６億7,900万円の繰
入金を計上しています。

一人当たり：102.4万円 人口：30,230人（令和８年２月28日現在）

　市民税では、環境性能割が廃止となることによ
る軽自動車税の減額を見込む一方で、賃金の上昇
による給与所得の増加などにより、個人市民税の
増額を見込み、前年度比2.6％増の38億9,539万円
を見込んでいます。

市　　 税

　道路新設改良事業など市民の暮らしを支える生
活基盤の整備や、総合体育館アリーナの床張替工事
を実施するほか、みどりしんきんホール（市民会館）
プロジェクター整備、東小学校体育館大規模改修工
事や小中学校のトイレ洋式化工事などを予定して
います。一方で、東小学校校舎の長寿命化事業など
の大型事業が完成することから、前年度比▲22.6％
減の43億7,563万円を計上しています。

普通建設事業費

　地域の困りごと解決プラットフォーム「ひばサ
ポ」の構築や、リモートセンシングを活用した効率
的な森林境界明確化を実施するほか、ふるさと応
援寄附金の寄附額の増額に向けた取り組みなどを
予定しており、前年度比0.1％増の50億4,699万円
を計上しています。

物件費・維持補修費

　小中学校の給食費の負担軽減のための支援のほ
か、農業や林業の基盤産業化に向けた新たな支援
制度の創設などを予定しており、前年度比5.7％増
の50億6,096万円を計上しています。

補助費等

　普通交付税の算定において、物価高に伴う自治
体のコストの増加に対応するほか、価格転嫁の取
り組みを反映した基準財政需要額の伸びなどから
増額を見込み、地方交付税全体では、前年度から１
億332万円の増額となる143億4,970万円を見込
んでいます。

地方交付税

　市債については、第３期長期総合計画に計上し
た各事業を実施するための財源などを合わせて、
30億6,650万円を見込んでいます。
　主には、道路整備事業７億6,710万円、市道の落
石対策工事など災害防除事業２億620万円、東小
学校体育館大規模改修工事など小学校施設整備事
業２億240万円、総合体育館アリーナの床張替な
ど社会体育施設整備事業１億1,070万円の借り入
れを予定しています。

市　　債

民生費

高齢者・障害
者などの福
祉、子育て支
援などに

26.8万円

公債費

市債（借入金）
の元金と利子
の返済に

14.3万円

土木費

道路整備、公
園・公営住宅
の管理などに

13.1万円

総務費

自治振興、生
活交通対策、
戸籍事務など
に

12.8万円

衛生費

医療の充実、
健康診査、ご
み処理、水道
事業などに

9.1万円

教育費

学校教育、文
化・スポーツ
振興などに

8.4万円

農林水産業費

新規就農者支
援、農業担い
手支援、森林
整備などに

7.5万円

その他

市議会運営、
商工業、観光
振興、消防・防
災などに

10.3万円

予 算 額

予算の使途

■会計別の令和８年度予算額および前年度予算額との比較

■目的別に見た市民１人に使われる市のお金（一般会計）

予算の概要 ■一般会計の歳入と歳出のポイント

会 計 名 令和８年度 令和７年度 増減額 増減率

一般会計 309億4,408万円

106億9,890万円

266万円

2,061万円

1,280万円

33億2,551万円

7,226万円

9億1,439万円

62億9,283万円

5,585万円

199万円

43億5,542万円

26億7,451万円

16億8,091万円

666万円

460億506万円

325億1,941万円

110億2,440万円

266万円

2,055万円

1,270万円

37億7,577万円

6,781万円

8億13万円

62億8,780万円

5,499万円

199万円

39億9,237万円

24億1,863万円

15億7,374万円

241万円

475億3,859万円

▲15億7,533万円

▲3億2,551万円

0

6万円

10万円

▲4億5,027万円

445万円

1億1,426万円

503万円

86万円

0

3億6,305万円

2億5,588万円

1億717万円

425万円

▲15億3,353万円

▲ 4.8%

▲ 3.0%

0.0%

0.3%

0.8%

▲ 11.9%

6.6%

14.3%

0.1%

1.6%

0.0%

9.1%

10.6%

6.8%

176.1%

▲ 3.2%

特別会計

企業会計

比和財産区特別会計

合計

住宅資金特別会計

歯科診療所特別会計

休日診療センター特別会計

国民健康保険特別会計

国民健康保険特別会計（直診勘定）

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険サービス事業特別会計

宅地造成事業特別会計

下水道事業会計

病院事業会計

歳   　入

■市税
　38億9,539万円
　（+2.6%）

■人件費
　44億5,066万円
　（+0.5%）

■扶助費
　41億7,378万円
　（+0.5%）

■公債費
　43億3,411万円
　（▲1.6%)

■普通建設事業費
　43億7,563万円
　（▲22.6%)

■災害復旧事業費
　3億4,130万円
　（▲63.1%)

■物件費・維持補修費
　50億4,699万円
　（+0.1%)

■補助費等
　50億6,096万円
　（+5.7%）

■貸付金
　1億4,743万円
　（+1.0%）

■繰出金など
　30億1,321万円
　（+1.3%）

■地方消費税交付金など
　19億1,285万円
　（+7.7%）

■地方交付税
　143億4,970万円
　（+0.7%）

■国・県支出金
　50億1,443万円
　（▲10.6%）

■市債
　30億6,650万円
　（▲25.5%）

■繰入金など
　27億523万円
　（▲9.0%）

【義務的経費】
129億5,856万円
(▲0.2%）

【投資的経費】
47億1,693万円
(▲28.3%)

【その他経費】
132億6,859万円
(+2.4%)

https://www.city.shobara.hiroshima.jp/main/government/zaisei/post_715.html

くりの指針となる第３期長期
る人の未来がつながっていくまち」の実現に向け、事業を着実

財政課 財政係　☎0824-73-1129

いて掲げた将来像「安心な暮ら
実に進めるとともに、従来の延

期総合計画におい
向け、事業を着実

-1129財政係　☎0 22政 -係 3-政政係 7-73財財政 442444課 08 9財政課財財政課財政課 財政係　☎0824-73-1129

　令和８年度当初予算は
しが充実し 庄原に関わる

、新たなまちづく
る人の未来が な

※金額は万円未満を四捨五入していますので、内訳の合計は必ずしも一致しません。
※▲はマイナスを表しています。

歳   　出

（　）は前年度比

（　）は前年度比
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令和８年度庄原市職員採用試験令和８年度庄原市職員採用試験
≪前期募集≫を実施します≪前期募集≫を実施します

総務課職員係☎0824-73-1122

〇試験案内・年間の試験実施計画などの詳細はこちらからご確認ください→

〇区分・募集職種・応募資格

　令和８年度庄原市職員採用試験≪前期募集≫を実施します。市民一人一人の暮らしに関わりながら、地域　令和８年度庄原市職員採用試験≪前期募集≫を実施します。市民一人一人の暮らしに関わりながら、地域
の未来を形にする仕事です。あなたの力を庄原で生かしてみませんか。の未来を形にする仕事です。あなたの力を庄原で生かしてみませんか。

　第３期長期総合計画でめざす将来像を実現していくため、分野横断的に５つのリーディングプロジェクトに取り組みます。
　各プロジェクトに関連する言葉から、プロジェクトの愛称を「PEACE-full（ピースfull）」として取り組んでいきます。

　安全・安心かつ効率的に学校給食を
提供するため、学校給食施設設備の適
正な維持管理・整備を行います。また、小
学校では令和８年４月から始まる「抜本
的な給食費の負担軽減」を実施するとと
もに、負担軽減の対象とならない中学校
についても、保護者の負担を軽減するた
めの支援を行います。

主な事業 ■長期総合計画の３つの施策体系に沿った事業と、これらを着実に実施するため、
行政経営の刷新に取り組みます。

５つのリーディングプロジェクト

市民の期待に応え、
将来を担う

人的資源の育成

市民の期待に応え、
将来を担う

人的資源の育成
学校給食の充実

４億3,896万円

　生涯スポーツ、競技スポーツなど社会
体育の振興に係る施設の管理運営ととも
に、総合体育館アリーナの床の張替など
老朽化に対応した整備および修繕を行い
ます。

社会体育施設の管理運営
２億6,545万円

■芸術文化の振興
■学校教育環境の充実
■学校教育活動の充実
■シティプロモーションの推進

9,247万円
２億9,803万円
1億6,317万円

672万円

こんな事業も

　市外の子どもが、本市の保育所などに
1～2週間通い、家族で地域に滞在でき
る、「こども主役の暮らしの体験」を提供
することで、地域と利用家族の中長期的
な関係性を構築し、さらなる関係人口の
創出や地域居住への展開につなげると
ともに、地域経済への貢献を図ります。

将来に希望が
つながっていく
仕組みづくり

将来に希望が
つながっていく
仕組みづくり

保育園留学事業
1,320万円

　庄原ファンクラブの認知度を高めるとと
もに、市内外でのファン拡大・交流イベン
ト、体験イベントなどによる庄原ファンの
獲得、関係人口の囲い込みを図ります。
　また、地域の困りごと解決プラットフォー
ム「ひばサポ」を新たに構築することで、地
域外の人との「関わりしろ」を創出します。

　第３期長期総合計画の将来像を実現するため、限られたリソースの中で、従来の延長線をたど
るだけではない新たな視点・発想に基づく、抜本的な経営改革を実行するための計画（R８～R12
年度）を策定します。

庄原ファンクラブ事業
　1,251万円

■戦略型成長農業推進事業
■農業振興対策
■林業事業者育成支援事業補助金
■森林境界明確化事業補助金

2,800万円
9,074万円
3,000万円
2,040万円

　第２期庄原市地域公共交通計画に基
づき、地域住民が日常生活を営む上で必
要不可欠な路線バスなどへの委託・補助
により、地域の特性に応じた柔軟な交通
サービスを提供します。また、市運行路
線の車両について計画的な更新および
管理に努めます。

安心な
暮らしの充実
安心な

暮らしの充実

地域公共交通路線の確保
３億1,434万円

行政経営改革大綱策定事業
205万円

　全ての妊産婦、子育て世帯、こどもに対
し、母子保健・児童福祉の両機能が一体的
に相談支援を行い、家庭支援事業の拡充、
専門的な相談対応と継続的なソーシャル
ワークによる指導・助言、幼児の発達に関
する相談支援および関係機関との連絡調
整などを行います。

こども家庭センター事業
3,596万円

■防犯関係事業
■地域継承型農業支援事業
■有害鳥獣防除対策
■救急相談センター事業

1,869万円
640万円
8,480万円
142万円

■戸籍システム標準化対応事業   8,625万円　■行政情報処理の推進   ４億2,420万円　■公共施設適正管理推進事業   6,946万円

長期総合計画の将来像を実現する
はない新たな視点・発想に基づく、

行政経営の刷新行政経営の刷新

こんな事業もこんな事業も

こんな事業も

PEACE-full、始動。
ピースフル

地域の将来を見据え、子どもの進路実現をかなえる人材育成の推進
～教育環境の充実やキャリア教育等の実施でふるさとへの愛着を形成～5 E 人材の育成

（expand and develop potential）

庄原版コンパクト＋ネットワークの推進
～人口が減少しても持続可能な”まち”となるよう構造転換を推進～4 Ｃ コンパクトなまち

（compact city）

観光の基盤産業化の推進
～観光消費額を増加させる戦略づくり～3 Ａ 観光客の誘致

（attract tourists）

食料とエネルギー自給の推進
～生き抜く力と豊かさを実現する仕組みづくり～2 Ｅ 食とエネルギー

（food and energy）

庄原ブランディングの推進
～庄原の魅力を発信し、市民の誇りと愛着を形成～1 P 誇り

（pride）

※各プロジェクトの詳細については、「令和８年度当初予算の概要」をご確認ください。 https://www.city.shobara.hiroshima.jp/main/government/zaisei/post_715.html
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ポイント１☞「レベル」の付記

　警報・注意報の情報名に「レベル」が付記される
ことで、避難行動と直結するレベルがすぐ分かり、
避難判断の目安が明確になります。

【変更点】
（旧）「大雨警報」→（新）「レベル３大雨警報」

ポイント２☞「危険警報」の発表

　「警戒レベル４相当（危険な場所にいる人は全員
避難）」の情報は「危険警報」として発表されます。

【変更点】
（旧）「土砂災害警戒情報」→
（新）「レベル４土砂災害危険警報」

ポイント３☞「気象防災速報」の発表

　線
せんじょうこうすいたい

状降水帯の発生など極端な現象は、新たに「気
象防災速報」として発表されます。

【変更点】
（旧）顕著な大雨に関する気象情報→
（新）「気象防災速報（線状降水帯発生）」

ポイント４☞河川氾濫の危険度の伝え方

　従来の「洪水警報」「洪水注意報」が廃止され、河川の
区分に応じた伝え方に変わります。

【変更点】
（旧）「洪水警報」→
（新）洪水予報河川の場合 …「レベル３氾濫警報」※
（新）洪水予報河川以外の河川の場合 …「レベル３大雨警報」

※市内には洪水予報河川が存在しないため、本市における河
川氾濫の危険度は、「大雨」の防災気象情報で発表されます。

非常持ち出し品・備蓄チェックリスト（一例）

　□飲料水（３リットル×最低３日分）
　※できれば１週間分 
　□食料（人数×最低３日分）　
　※できれば１週間分 
　□簡易トイレ　□懐中電灯
　□ラジオ　□軍手　□ポリ袋
　□救急箱・常備薬　□下着・靴下・衣類　
　□防寒着・毛布・アルミシート
　□衛生・感染症対策用品　　
　□ティッシュ・タオル
　□歯ブラシ
　□モバイルバッテリー
　□現金（小銭）　

　その他、家族構成や世帯事情に応じて、追加で
必要なものを備えましょう。

地
震
へ
の
備
え

　

今
後
30
年
以
内
に
60
～
90
％
程
度
の

確
率
で
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」。

　

令
和
７
年
３
月
に
政
府
が
公
表
し
た

被
害
想
定
で
は
、
庄
原
市
は
最
大
で
震

度
５
弱
の
揺
れ
が
発
生
す
る
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

水
や
非
常
食
な
ど
の
備
蓄
や
家
具
の

転
倒
防
止
対
策
、住
宅
の
耐
震
化
な
ど
、

日
頃
か
ら
備
え
る
こ
と
で
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
地
震
な
ど
の
災
害

は
、い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

日
頃
か
ら
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

や
、避
難
場
所
・
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

家
族
や
地
域
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

気
象
情
報
や
避
難
情
報
を
し
っ
か
り

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

５
月
か
ら
防

災
気
象
情
報
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
、
市
町
村
が
発
令
す
る
避
難
指

示
な
ど
の
避
難
情
報
と
、
気
象
庁
な
ど

が
発
表
す
る
防
災
気
象
情
報
は
、
住
民

が
取
る
べ
き
行
動
を
直
感
的
に
理
解
し

や
す
い
よ
う
、
５
段
階
の
「
警
戒
レ
ベ

ル
」
を
用
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
大
雨
警
報
」
や
「
土
砂

災
害
警
戒
情
報
」
と
い
っ
た
防
災
気
象

情
報
と
、
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
関

係
が
複
雑
で
分
か
り
に
く
い
た
め
、
５

月
29
日
㈮
か
ら
、
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り

や
す
い
表
現
の
防
災
気
象
情
報
に
変
更

さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
防
災
気
象
情
報
で
は
、「
警

報
」
や
「
注
意
報
」
の
前
に
「
レ
ベ
ル

の
数
字
」
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
災

害
発
生
の
危
険
度
に
応
じ
て
住
民
が
取

る
べ
き
行
動
に
対
応
し
た
「
５
段
階
の

警
戒
レ
ベ
ル
」
と
の
整
合
が
図
ら
れ
ま

す
。

避避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は　
　
　
　

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は　
　
　
　

警
戒
レ
ベ
ル
で

警
戒
レ
ベ
ル
で
判
断
判
断

　
「
災
害
発
生
の
リ
ス
ク
の
高
ま
り
」

と
「
住
民
が
取
る
べ
き
行
動
」
を
示
す

警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
的
確
な
避
難
行

動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
時
に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る

よ
う
、
平
時
か
ら
避
難
場
所
や
避
難
経

路
な
ど
の
確
認
を
す
る
と
と
も
に
、
災

害
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
市
町
村

か
ら
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、

危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
、
警
戒
レ
ベ

ル
４
（
避
難
指
示
）
ま
で
に
、
必
ず
安

全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。 新たな防災気象情報

災害から命を守るための取り組み 災
害
に
備
え
て

災
害
に
備
え
て

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

　災害から命を守るためには、自宅や日頃よく行く場所が、河川の氾濫や土砂災害などの危険性がある場所かど
うかを事前に知っておき、気象状況を注視しながら、市が発令する避難情報や自らの判断により危険な場所から
安全な場所へ避難することが重要です。

①知る
　自分の住んでいるところ、職場
などの災害リスクや、近くの避難
所などを確認する

▼庄原市マップ
　防災マップを掲載しています

②察知する
　気象情報などの情報を集めて危
険性をいち早く察知する

▼気象庁ホームページ
各種気象情報が確認できます

③行動する
　市から避難情報が発令されたと
きまたは、自ら必要と判断したと
きは、安全な場所へ避難する

▼広島県防災WEB
　避難所の開設状況・混雑状況が
確認できます

災
害
に
備
え
て

災
害
に
備
え
て

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６
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た
め
池
を

た
め
池
を

点
検
し
ま
し
ょ
う

点
検
し
ま
し
ょ
う

農
林
整
備
課
農
林
整
備
係

農
林
整
備
課
農
林
整
備
係

☎☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
６

▲広島県ため池支援センターによるため池点検

▲洪
こ う ず い ば け

水吐の点検 ▲堤
て い た い の り じ り

体法尻の点検 ▲斜
し ゃ ひ

樋の点検

た
め
池
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す

　

梅
雨
の
大
雨
や
台
風
の
到
来
に
備

え
、
た
め
池
の
点
検
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　

豪
雨
の
際
、
堤
体
か
ら
水
が
あ
ふ
れ

る
と
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
洪
水
吐
に
土
砂
や
流
木
が
溜

ま
っ
て
い
る
と
、
水
が
あ
ふ
れ
る
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
、
日
常
の
点
検
や
維

持
作
業
が
重
要
で
す
。

※
貯
水
量
を
増
や
す
た
め
に
、
土
の
う

な
ど
を
積
ん
で
、
か
さ
上
げ
す
る
こ
と

は
厳
禁
で
す
。

　

日
常
の
点
検
で
、
た
め
池
の
状
態
が

普
段
と
変
わ
り
な
い
か
確
認
す
る
と
と

も
に
、
漏
水
を
見
つ
け
や
す
く
す
る
た

め
、草
刈
り
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
雨
や
地
震
が
起
き
た
ら

　

大
雨
や
地
震
の
際
、
た
め
池
管
理
者

は
、
た
め
池
の
緊
急
点
検
を
行
い
、
市

へ
そ
の
点
検
結
果
を
報
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。（
点
検
結
果
は
、
市
を
通

じ
て
国
へ
報
告
し
ま
す
。）

　

点
検
が
必
要
な
た
め
池
は
、
す
べ
て

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
指
定
さ
れ

た
た
め
池
で
、
点
検
が
必
要
な
時
は
次

の
場
合
で
す
。

①
「
大
雨
特
別
警
報
」
が
発
表
さ
れ
た

　

場
合
、
全
て
の
防
災
重
点
農
業
用
た

　

め
池

②
震
度
４
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ
た

　

場
合
、
堤
高
15
メ
ー
ト
ル
以
上
の
防

　

災
重
点
農
業
用
た
め
池

③
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
が
観
測
さ
れ

　

た
場
合
、
全
て
の
防
災
重
点
農
業
用

　

た
め
池

　

た
め
池
管
理
者
は
、
事
前
に
誰
が
点

検
に
行
く
か
な
ど
の
役
割
分
担
や
、
連

絡
体
制
を
決
め
て
お
き
、
避
難
情
報
が

警
戒
レ
ベ
ル
２
以
下
に
な
っ
て
か
ら
、

身
の
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
、
複
数

人
で
点
検
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
点
検
が
必
要
な
場
合
は
、
市
か

ら
住
民
告
知
放
送
な
ど
を
通
じ
て
、
た

め
池
管
理
者
へ
連
絡
を
行
い
ま
す
。

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
と
は
？

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

多
く
の
た
め
池
が
決
壊
し
、
人
的
被
害

を
含
む
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
国
は
、
た
め
池
の
決
壊
に
よ

り
、
下
流
の
住
宅
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ

す
た
め
池
を
、
防
災
重
点
農
業
用
た
め

池
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
防
災
重
点
農
業

用
た
め
池
の
防
災
工
事
を
集
中
的
に
行

う
た
め
、
令
和
２
年
10
月
に
「
防
災
重

点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工
事
等

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
し
て
い
る
た
め
池
が
防
災
重

点
農
業
用
た
め
池
か
知
り
た
い
！

　

広
島
県
は
、
県
内
の
防
災
重
点
農
業

用
た
め
池
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
広
島
県
た
め
池
マ
ッ
プ
）
で
公
開
し

て
い
ま
す
。

　

た
め
池
マ
ッ
プ
で
は
、
た
め
池
の
劣

化
診
断
や
豪
雨
診
断
お
よ
び
決
壊
し
た

場
合
の
浸
水
想
定
区
域
な
ど
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

近
所
に
あ
る
危
険
な
場
所
や　
　

避
難
所
を
確
認
し
た
い
！

　

市
で
は
、
た
め
池
が
決
壊
し
た
際
の

浸
水
状
況
を
推
定
し
た
区
域
図
に
、
避

難
所
の
場
所
な
ど
を
記
載
し
た
、「
た

め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
様
に
土
砂
災
害
の
危
険
性

が
あ
る
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
や
、

河
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
の
可
能
性
が

あ
る
「
浸
水
想
定
区
域
」
を
地
図
上
に

ま
と
め
た
防
災
マ
ッ
プ
を
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、こ
れ
ら
の
地
図
を
参
考
に
、

災
害
が
起
き
や
す
い
危
険
な
区
域
を
事

前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
す
る
場
所
は
、
市
が
指
定
す
る

避
難
場
所
の
ほ
か
、
親
戚
や
知
人
の
家

な
ど
も
避
難
場
所
に
な
り
ま
す
。

使
わ
な
い
た
め
池
の
廃
止
、
今
使

っ
て
い
る
た
め
池
を
直
し
た
い
！

　

現
在
市
で
は
、
県
と
連
携
し
な
が
ら

順
次
、
た
め
池
改
修
工
事
や
た
め
池
廃

止
工
事
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
た
め
池
の
改
修
を
し
た
い
」「
使
っ

て
い
な
い
た
め
池
を
廃
止
し
た
い
」
と

い
っ
た
要
望
や
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、

担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ど
の
よ
う
に
た
め
池
を
管
理
し
た

ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

　

た
め
池
の
日
常
点
検
に
つ
い
て
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
ほ

か
、「
広
島
県
た
め
池
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
た
め
池
の
管
理
に
関
す
る
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
市
で
は
、
広
島
県
た
め
池
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
迎
え
、
た
め
池

の
管
理
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
も
開
催
予
定
で
す
の

で
、
た
め
池
管
理
者
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
日
程
が
調
整
で
き
次
第
、
行
政
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
林
整
備
課
農
林
整
備
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
６

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室

※
東
城
支
所
は
産
業
建
設
室

ため池点検のチェックポイント
□堤体上流側のり面にヒビ割れや陥没、浸食などがありませんか？（図④）
□堤体下流側のり面に陥没、はらみ出し、水が染み出ていませんか？（図②）
□洪水吐や放水路に流木や土砂など、水の流れの妨げになるものが溜まっていませんか？
　コンクリートにヒビや水漏れがありませんか？（図③）
□斜樋の水がきちんと流れますか？斜樋と堤体との間に隙間が生じていませんか？（図④）
□堤体に樹木が生えていませんか？
□草刈りを行っていますか？（図②）

▲市防災マップ

▲広島県管理
マニュアル

▲洪水ポータル
ひろしま

▲広島県防災
WEB

▲土砂災害ポータル
ひろしま

▲ため池支援センター
ホームページ

▲市ため池
ハザードマップ

▲広島県
ため池マップ
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「
庄
原
さ
と
や
ま
留
学
事
業
」
は
、
全
国

の
若
者
に
「
本
市
を
知
っ
て
も
ら
い
・
来
て

も
ら
い
」、
仕
事
や
暮
ら
し
に
挑
戦
・
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
参
加
者
・
地
域
の
人

た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
、
本
市
の
大
切
な
資
源
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

農
林
業
な
ど
の
就
労
体
験
を
通
じ
て
本
市

の
暮
ら
し
を
実
感
し
、
若
者
と
地
域
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
実
施
し
た
、
１
年
間
の
留

学
、
２
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
、
２
泊
３
日
の

お
試
し
留
学
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

庄
原
さ
と
や
ま
留
学
（
１
年
）

　

３
月
24
日
、
市
内
で
「
庄
原
さ
と
や
ま
留

学
」
の
卒
業
報
告
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
１
年
間
庄
原
で

暮
ら
し
学
ん
だ
竹
廣
こ
の
は
さ
ん
が
、
学
び

や
自
身
の
変
化
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
受
け
入
れ
農
家
の
ほ
か
約
30
人

の
関
係
者
が
参
加
し
、
温
か
み
の
あ
る
雰
囲

気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
廣
さ
ん
は
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

本
市
で
の
１
年
を
振
り
返
り
、「
仕
事
」「
交

流
」「
自
然
」
と
い
う
三
つ
の
柱
で
自
分
の

可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
話
し
ま

し
た
。

　

地
域
住
民
と
の
交
流
会
、
週
末
の
自
由
時

間
も
含
め
、
多
彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

庄
原
に
関
わ
る
若
者
で
企
画
・

庄
原
さ
と
や
ま
お
試
し
留
学　
　
　
　

（
２
泊
３
日
）

　

お
試
し
留
学
は
、
地
域
の
仕
事
や
日
々
の

暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
２
泊
３
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
西
城
、
東
城
、
比
和
、

口
和
、
総
領
の
５
地
域
で
実
施
し
、
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
短
い
期
間
な
が
ら
も
、
笑
顔
と

学
び
に
あ
ふ
れ
た
時
間
と
な
り
、
庄
原
へ
の

理
解
や
関
心
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
本

市
と
関
わ
る
若
者
が
今
後
さ
ら
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
報
告
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。　

地
域
の
困
り
ご
と
解
決
プ
ラ
ッ
ト　
　

フ
ォ
ー
ム
「
ひ
ば
サ
ポ
」
の
構
築

　

庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

交
流
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
新
た
に

地
域
課
題
解
決
に
特
化
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
「
ひ
ば
サ
ポ
」
を
立
ち
上
げ
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
や
農
家
、
団
体
か
ら
の
人
手
不
足
な

ど
の
課
題
を
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
し
て
登
録

し
、
会
員
の
ス
キ
ル
や
意
欲
と
結
び
つ
け
る

こ
と
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、

交
流
か
ら
貢
献
・
共
創
へ
と
進
化
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

庄
原
さ
と
や
ま
留
学
イ
ン
タ
ー
ン　
　

（
２
週
間
）

　

４
人
の
参
加
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
見
つ
け

た
地
域
の
魅
力
や
課
題
、
今
後
の
可
能
性
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

建
築
を
学
ぶ
学
生
は
、
農
業
と
建
築
の
関

連
性
か
ら
空
き
家
活
用
の
提
案
を
行
い
、
自

給
自
足
の
重
要
性
や
地
域
文
化
の
継
承
に
つ

い
て
触
れ
ま
し
た
。

　

都
市
部
出
身
の
大
学
生
は
、
ま
ち
の
コ
ン

パ
ク
ト
な
暮
ら
し
や
生
活
利
便
性
に
驚
き
、

移
住
体
験
施
設
の
整
備
や
多
様
な
農
業
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
充
実
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
人
参
加
者
は
農
業
施
設
で
の

作
業
を
通
じ
て
学
ん
だ
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大

切
さ
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
学
校
を
体
験
型
施
設
に
改
修
す
る
案

や
地
元
産
品
の
販
売
イ
ベ
ン
ト
、
通
信
環
境

を
整
え
た
古
民
家
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

活
用
な
ど
、
具
体
的
な
地
域
活
性
化
の
ア
イ

デ
ア
を
示
し
ま
し
た
。

運
営
し
た
「
ぽ
か
ぽ
か
広
場
」
で
は
、
イ
ベ

ン
ト
の
立
案
や
進
行
も
経
験
し
、
新
た
な
出

会
い
や
、
留
学
生
と
地
域
住
民
が
交
流
す
る

場
と
な
り
、
若
者
目
線
で
庄
原
の
魅
力
を
伝

え
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
共
有
す
る
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
竹
廣
さ
ん
は

「
庄
原
さ
と
や
ま
留
学
を
通
じ
て
、
多
く
の

出
会
い
や
学
び
が
あ
っ
た
。
自
ら
の
成
長
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
庄
原
に
、
こ
れ
か
ら
も

関
わ
り
続
け
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

竹
廣
さ
ん
の
卒
業
は
一
つ
の
区
切
り
で
す

が
、
本
市
と
の
関
係
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま

す
。

　

今
後
、
具
体
的
な
内
容
や
運
用
方
法
を
検

討
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

進
捗
や
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
は
、
分

か
り
や
す
く
報
告
し
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課
関
係
人
口
創
出
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

さとやまの暮らしと仕事に触れる。
庄原さとやま留学事業 実施報告

▲卒業報告会で１年間の留学を振り返る竹
た け ひ ろ

廣さん

▲多くの関係者に見守られながら行われた報告会

▲留学インターン・お試し留学でさまざまな仕事や暮らしを体験

▲「ひばサポ」のイメージ

広報しょうばら／ 2026.5　14 15　2026.5 ／広報しょうばら



令和７年度
庄原市小・中学校
一斉学力調査から
［ 令和８年１月９日～16日実施 ］

　市教育委員会は、市内小・中学校の児童生徒を対
象に、本年１月、「庄原市小・中学校一斉学力調査」を
行いました。本調査は、児童生徒一人一人に「基礎・基
本の力」や「活用する力」が定着しているかを全国的
な視野で把握し、各学校での授業改善や学習指導
の充実を図ることを目的としています。
　実施教科は次のとおりです。

小学校では、国語、算数、理科、英語の教科においては、全て
の学年で平均正答率が全国平均を上回っています。特に第１学
年の算数・国語、第５学年の算数、理科において、約10ポイント
以上全国平均を上回っており、授業改善の成果が見られます。
中学校では、第１学年の社会、理科においては、全国平均を

下回ったものの、その他の学年・教科においては、平均正答率
が全国平均正答率を上回っています。特に、第２学年の社会・
理科の平均正答率は、全国平均を約８ポイント以上上回って
います。

「主体的・対話的で深い学び」の
  実現に向けた授業改善
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理科
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算数・数学

教育指導課指導係  ☎0824―73―1184

　一方、小学校第４学年・第５学年における社会、中学校第１
学年の社会・理科では、全国平均正答率を下回っており、さら
なる授業改善や家庭学習の充実など、基礎学力を確実に定着
させるための取り組みが必要です。
　これからも各学校では、児童生徒一人一人の結果を全教職
員で共有し、児童生徒のさらなる学力の向上に向けて改善計
画を立てるとともに、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向
け、交流や議論を通して思考を深める授業内容の工夫・改善に
取り組んでいきます。

小学１・２年生…国語・算数
小学３～５年生…国語・社会・算数・理科
小学６年生…国語・社会・算数・理科・英語
中学１・２年生…国語・社会・数学・理科・英語

学力調査を受けて

各教科の平均正答率

広報しょうばら／ 2026.5　16 17　2026.5 ／広報しょうばら

　３月 25 日、第６回芸備線再構築協議会が岡山市で開催されました。　３月 25 日、第６回芸備線再構築協議会が岡山市で開催されました。
　今回は、これまでの実証事業から得られたデータの分析による結果報告のほか、令和８年度に行うバスの実証　今回は、これまでの実証事業から得られたデータの分析による結果報告のほか、令和８年度に行うバスの実証
運行などについて協議が行われました。運行などについて協議が行われました。

～芸備線再構築協議会で取り組む実証事業～～芸備線再構築協議会で取り組む実証事業～
地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171

ひとひとととひと まちひと まちととまちまちををつなぐ芸備線つなぐ芸備線

主
な
報
告
内
容

▪
駅
や
駅
前
イ
ベ
ン
ト
は
、
一
定
の
集
客
に

　

成
功
し
、
消
費
単
価
が
高
く
、
新
規
来
訪

　

者
の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
た
。

▪
観
光
ツ
ア
ー
は
、
恒
常
的
な
消
費
拡
大
に

　

向
け
て
１
回
当
た
り
の
観
光
消
費
額
の
向

　

上
が
求
め
ら
れ
る
。
消
費
単
価
向
上
に
向

　

け
て
は
、
宿
泊
拠
点
や
土
産
購
入
拠
点
が

　

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
消
費
の
伸
び
悩
み

　

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
受
け
入
れ
環
境
に

　

課
題
が
あ
る
。

▪
列
車
の
コ
ン
テ
ン
ツ
化
は
、
必
ず
し
も
新

　

規
来
訪
者
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、

　

新
規
需
要
の
掘
り
起
こ
し
が
課
題
と
な
っ

　

て
い
る
。

▪
成
果
と
し
て
、
実
証
Ａ
の
個
別
施
策
が
一

　

定
の
集
客
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
令
和
７

　

年
度
の
実
証
Ａ
の
費
用
５
４
０
０
万
円
に

　

対
し
て
定
量
的
価
値
は
７
３
０
０
万
円
で

　

あ
っ
た
。

▪
実
証
Ａ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域
の
団

　

結
や
交
流
が
よ
り
深
ま
っ
た
と
い
っ
た
意

　

見
が
あ
っ
た
。

▪
実
証
Ａ
を
恒
久
化
し
た
場
合
、
年
間
費
用

　

８
・
３
億
円
に
対
し
て
定
量
的
価
値
は
４
・

　

３
億
円
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
う
ち
６
割
は

　

他
の
交
通
手
段
へ
の
波
及
、
４
割
が
地
域

　

の
受
益
と
な
る
。
こ
の
原
因
は
、
多
く
が

　

乗
車
自
体
を
目
的
と
し
て
お
り
、
地
域
消

　

費
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と

　

考
え
ら
れ
る
。

令
和
８
年
度
に
行
う
実
証
事
業
Ｂ

日
常
利
用
向
け
の
バ
ス
の
実
証
運
行

　

６
月
か
ら
、
平
日
の
芸
備
線
の
運
行
に
合

わ
せ
た
バ
ス
の
実
証
運
行
と
し
て
、
芸
備
線

沿
線
の
主
要
道
路
を
幹
線
的
に
運
行
す
る
バ

ス
の
実
証
運
行
を
実
施
し
ま
す
。

観
光
利
用
向
け
の
バ
ス
の
実
証
運
行

　

７
月
か
ら
、
休
日
の
観
光
利
用
向
け
と
し

て
、
６
月
ま
で
運
行
し
て
い
る
臨
時
列
車
と

同
じ
区
間
・
時
間
帯
に
バ
ス
を
運
行
す
る
予

定
で
す
。

市
の
意
見

　

来
年
度
、
本
協
議
会
は
再
構
築
方
針
作
成

の
目
安
と
さ
れ
る
３
年
目
を
迎
え
、
重
要
な

年
と
な
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
長
期
総
合
計
画
の
「
め

ざ
す
将
来
像
」
や
地
域
交
通
法
の
基
本
方
針

を
踏
ま
え
、
実
証
事
業
な
ど
の
評
価
・
検
証

を
通
じ
て
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振

興
な
ど
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
交
通
モ

ー
ド
が
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
る
の

か
、
地
域
経
済
効
果
の
面
で
優
位
性
が
あ
る

の
か
、
ま
た
、
市
民
が
望
む
最
適
な
交
通
モ

ー
ド
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
考

え
、
構
成
員
と
共
に
し
っ
か
り
と
議
論
を
深

め
て
ま
い
り
た
い
。

調
査
結
果
・
資
料
は
、　　
　

中
国
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

実
証
事
業
の
最
新
情
報
は
、　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を　
　
　
　

ご
覧
く
だ
さ
い

▲実証事業「二
に れ ん ば ら

連原桜並木・蓮
れ ん し ょ う じ

照寺シダレ
ザクラの春を味わう旅」でのひととき



　モンベルフレンドショップに登録しませんか？

救急相談センター（＃ 7119）が利用できるようになりました

観光振興課観光振興係☎0824-73-1179

保健医療課医療予防係☎0824-73-1155

　

令
和
７
年
10
月
23
日
、
本
市
は

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
包
括
協
定

を
締
結
し
、
４
月
か
ら
、
自
然
豊

か
な
環
境
で
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
「
モ
ン
ベ
ル
フ

レ
ン
ド
エ
リ
ア
」
に
仲
間
入
り
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
市
は
協
定
に
基

づ
く
連
携
事
項
の
具
体
化
に
向

け
、
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

モ
ン
ベ
ル
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ

に
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

ま
ず
は
、
市
内
に
お
け
る
フ
レ

ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
モ

ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
会
員
が
来
店
し
た

際
に
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
の
で
き
る
地
域
の
施
設
や
店

舗
の
こ
と
で
す
。

　

本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
生

か
し
た
観
光
の
産
業
化
に
向
け
た

気
運
を
高
め
る
た
め
、
フ
レ
ン
ド

シ
ョ
ッ
プ
へ
登
録
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

本
市
で
は
、
急
な
病
気
や
ケ
ガ

を
し
た
際
に
、
救
急
車
を
呼
ぶ

か
、
す
ぐ
病
院
に
行
っ
た
方
が
良

い
か
、
自
宅
で
様
子
を
見
て
良
い

か
な
ど
、
判
断
に
迷
っ
た
人
か
ら

の
電
話
相
談
に
対
応
す
る
「
救
急

相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
導
入
し
ま
し

た
。

　

急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
病
院
へ
行

く
か
救
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
と

き
は
、
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電

話
で
相
談
が
で
き
ま
す
。

相
談
内
容

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
相
談
を

通
じ
て
、
病
気
や
ケ
ガ
の
症
状
を

把
握
し
て
、
看
護
師
な
ど
が
24
時

間
体
制
で
次
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
ま
す
。

〇
救
急
車
を
要
請
す
る
か
、
自
分

　

で
医
療
機
関
に
行
く
か
な
ど

〇
ケ
ガ
な
ど
の
応
急
手
当
の
方
法

〇
適
切
な
診
療
科
目
と
医
療
機
関

　

の
案
内

※
健
康
相
談
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
に
関
す
る
こ
と
、
医
薬
品
情

登
録
要
件

①
市
内
に
施
設
ま
た
は
店
舗
が
あ

　

る
こ
と

②
会
員
証
を
提
示
し
た
モ
ン
ベ
ル

　

ク
ラ
ブ
会
員
に
対
し
て
、
優
待

　

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

③
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
こ

　

と
を
示
す
、
ア
ク
リ
ル
カ
ウ
ン

　

タ
ー
サ
イ
ン
や
ス
テ
ッ
カ
ー
を

　

施
設
ま
た
は
店
舗
内
の
入
口
や

　

カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置
で
き

　

る
こ
と

優
待
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

優
待
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
各

施
設
ま
た
は
店
舗
で
決
定
し
ま

す
。

例
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
、
料

金
割
引
、
グ
ッ
ズ
贈
呈
な
ど

フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
登
録
の

メ
リ
ッ
ト

　

全
国
で
１
２
０
万
人
を
超
え
る

モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
会
員
へ
、
店
舗

情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
が
発

信
で
き
、
利
用
者
数
の
増
加
な
ど

が
期
待
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

観
光
振
興
課
観
光
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

報
に
関
す
る
こ
と
、
育
児
や
介
護

相
談
な
ど
に
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
。受

付
時
間

24
時
間
・
３
６
５
日
対
応

相
談
料

無
料
（
通
話
料
は
相
談
者
負
担
）

対
象
エ
リ
ア

庄
原
市
全
域

電
話
番
号

局
番
な
し
の
＃
７
１
１
９

※
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、

☎
０
８
２
‐
２
４
６
‐
２
０
０
０

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
５
５

庄原警察署からのお知らせ

特
殊
詐
欺
対
策
ア
プ
リ　
　

（
警
察
庁
推
奨
）
に
つ
い
て

　

昨
年
、
全
国
で
発
生
し
た
特
殊

詐
欺
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
の
投
資
・
ロ
マ

ン
ス
詐
欺
の
被
害
額
は
、
過
去
最

悪
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
殊
詐
欺
で
は
、
犯
人
が
被
害

者
に
接
触
す
る
手
段
の
約
８
割
が

電
話
で
、
そ
の
う
ち
約
７
割
が
国

際
電
話
番
号
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
携
帯
電
話
を
狙
っ
た

電
話
は
前
年
の
２
倍
以
上
に
増
加

し
て
お
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

警
察
庁
が
推
奨
す
る
２
つ
の
対
策

ア
プ
リ
「
詐
欺
対
策 

ｂ
ｙ 

Ｎ
Ｔ

Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」「
詐
欺
バ
ス

タ
ー L

ite

」
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

「
詐
欺
対
策
ｂｙ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
」
の
主
な
機
能

▪
国
際
電
話
番
号
の
発
着
信
を
遮

　

断
・
警
告
表
示
（A

ndroid

は

　

全
て
の
国
際
電
話
番
号
、iO

S

　

は
独
自
調
査
の
番
号
が
対
象
）

▪
特
殊
詐
欺
な
ど
に
利
用
さ
れ
た

　

電
話
番
号
の
遮
断
・
警
告
表
示 

▪
不
審
な
電
話
番
号
の
遮
断
・
警

　

告
表
示

▪
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
防
犯
情
報

　

の
通
知
・
発
着
信
時
に
事
業
者

　

名
を
表
示
（
ｉ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

　

掲
載
情
報
）

「
詐
欺
バ
ス
タ
ー Lite

」
の　

主
な
機
能

▪
国
際
電
話
番
号
の
発
着
信
を
遮

　

断
・
警
告
表
示
（A

ndroid

は

　

全
て
の
国
際
電
話
番
号
、iO

S

　

は
独
自
調
査
の
番
号
が
対
象
）

▪
特
殊
詐
欺
な
ど
に
利
用
さ
れ
た

　

電
話
番
号
の
遮
断
・
警
告
表
示

▪
不
審
な
電
話
番
号
の
遮
断
・
警

　

告
表
示

▪
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
防
犯
情
報

　

の
通
知

警
察
庁
推
奨
ア
プ
リ
の　
　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
っ
て
、
警
察

庁
特
殊
詐
欺
対
策
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ずA

pp S
tore

も
し
く
は

G
oogle P

layS
tore

か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

庄原警察署☎0824-72-0110

　

５
月
は
環
境
な
ど
の
変
化
が
大

き
く
、
子
ど
も
の
心
と
体
に
負
担

が
掛
か
る
時
季
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
気
を
付
け
た
い

「
家
庭
で
の
心
構
え
」
に
つ
い
て
、

ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
保
育
士
が
紹
介

し
ま
す
。

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
調
整

の
コ
ツ

　

新
し
い
生
活
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
、
子
ど
も
も
大
人
も
期
待
と

不
安
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ

の
時
季
。
風
邪
を
ひ
き
や
す
か
っ

た
り
、
食
欲
が
落
ち
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
休
み
明
け
の
生
活
リ
ズ

ム
が
乱
れ
や
す
い
た
め
、
家
庭
で

の
休
日
の
時
間
の
使
い
方
な
ど
を

見
直
し
な
が
ら
リ
ズ
ム
を
整
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

毎
朝
、
同
じ
時
間
に
日
光
を
浴

び
る
こ
と
は
、
体
内
時
計
を
リ

セ
ッ
ト
す
る
最
も
効
果
的
な
方
法

で
す
。
朝
日
を
浴
び
る
と
、
脳
の

覚
醒
が
促
さ
れ
、
夜
間
に
睡
眠
の

質
を
高
め
る
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
分
泌

さ
れ
ま
す
。

規
則
正
し
い
食
事
時
間
を
意

識
し
ま
し
ょ
う
！

　

朝
食
を
毎
日
同
じ
時
間
に
食
べ

る
こ
と
も
、
生
活
リ
ズ
ム
調
整
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

朝
食
は
脳
と
体
を
目
覚
め
さ

せ
、
活
動
や
学
習
へ
の
準
備
を
整

え
ま
す
。

☑
朝
食
は
起
床
後
1
時
間
以
内

　

に
食
べ
る
こ
と
が
大
切
！

子
ど
も
の
気
持
ち
に　
　
　

耳
を
傾
け
る

　

子
ど
も
が
不
安
な
気
持
ち
を
表

現
し
た
と
き
は
、
否
定
せ
ず
、
ま

ず
は
し
っ
か
り
聞
い
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。「
そ
う
な
ん
だ
ね
」
と

共
感
す
る
こ
と
で
、
安
心
感
を
得

ら
れ
ま
す
。

親
子
で
読
み
た
い
絵
本

　

親
子
で
絵
本
を
読
む
こ
と
は
、

生
活
習
慣
へ
の
興
味
も
高
め
る
だ

け
で
な
く
、
豊
か
な
情
緒
・
想
像

力
・
語
彙
力
を
育
み
ま
す
。

保
育
士
お
薦
め
の
絵
本

　「
や
だ
も
ん
や
だ
も
ん
　
　
　

　
　
　
に
こ
ち
ゃ
ん
　
や
ー
」

　

こ
の
絵
本
は
親
子
で「
く
す
っ
」

と
笑
っ
て
気
持
ち
が
切
り
替
え
ら

れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
一
冊
で

す
。
誰
も
が
経
験
の
あ
る
イ
ヤ
イ

ヤ
期
。
あ
の
手
の
こ
の
手
の
や
り

取
り
も
、
大
切
な
時
間
を
過
ご
せ

る
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。

　新生活にゆらぐ心と体を整える

▲「詐欺対策 by NTTタウ
ンページ」のアイコン

▲「詐欺バスター Lite」
のアイコン

ほのぼのネット☎0824-73-0051

▲協定を締結する辰
た つ の

野 勇
いさむ

会長
（左）と八

や た が い

谷恭
きょうすけ

介市長（右）
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令
和
７
年
３
月
に
市
制
施
行
20

周
年
を
迎
え
た
本
市
は
、
記
念
す

べ
き
年
の
締
め
く
く
り
と
な
る
本

年
３
月
21
日
、
庄
原
市
民
会
館
で

庄
原
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
国
会
議
員
を
は
じ
め
と

す
る
来
賓
、
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど

約
６
０
０
人
が
来
場
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
本
市
出

身
の
太
鼓
奏
者
・
林

は
や
し

英え
い
て
つ哲
さ
ん
と
、

林
さ
ん
の
弟
子
で
あ
る
英
哲
風ふ

う
う
ん雲
の

会
・
田た

し

ろ代
誠ま

こ
と

さ
ん
と
辻つ

じ

祐た
す
く

さ
ん
の

３
人
に
よ
る
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ

れ
、
大
迫
力
の
太
鼓
の
音
と
振
動

が
大
ホ
ー
ル
中
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。

　

式
典
は
、国
歌
斉
唱
、市
長
式
辞
、

議
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
と
進

行
し
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
ス
ク
リ
ー
ン

で
上
映
し
た
記
念
動
画
で
は
、
会

場
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
本
市
の
20

年
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

八
谷
市
長
は
式
辞
で
「
今こ
ん
に
ち日
、

地
方
自
治
体
は
、
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
の
進
行
に
加
え
、
社
会

経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
複
雑
で
深
刻
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
が
、
本
市

に
は
、
こ
の
20
年
で
培
っ
た
基
盤

と
経
験
が
あ
る
。
こ
れ
を
礎
に
、

ご
臨
席
の
皆
様
な
ら
び
に
市
民
の

皆
様
と
よ
り
一
層
連
携
し
、
前
進

し
て
い
く
。
庄
原
に
関
わ
る
人
々

の
未
来
が
つ
な
が
っ
て
い
く
ま
ち

の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し

て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
本
市
出
身
で

長
き
に
わ
た
り
衆
議
院
議
員
と
し

て
地
域
の
声
を
国
政
に
届
け
、
本

市
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た

亀か
め
い井
静し

ず
か香
さ
ん
へ
名
誉
市
民
の
顕

彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

顕
彰
で
は
、
亀
井
さ
ん
へ
八
谷

市
長
か
ら
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に

称
号
記
と
名
誉
市
民
章
が
授
与
さ

れ
、
広
島
県
無
形
文
化
財
「
日
本

刀
製
作
技
術
保
持
者
」
で
無
鑑
査

刀
匠
の
久く

ぼ保
善よ

し
ひ
ろ博
さ
ん
（
西
城
町

在
住
）
か
ら
、「
玉

た
ま
は
が
ね鋼
風ふ

う
り
ん鈴
」
が
記

念
品
と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
周
年
記
念
式
典
を
新
た
な
出

発
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
基
盤
を
生
か
し
、
次
の
時
代

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

総務課 節目の20年 次の時代へ歩みをつなぐ
庄原市制施行 20 周年記念式典

▲式辞で決意を述べる八谷市長▲オープニングを飾った太鼓演奏▲名誉市民顕彰での記念撮影（左から久保刀匠、亀井さん、八谷市長）

▲市民会館大ホールで記念式典を挙行

▲市役所ロビーに額入り写真と
　表示板を掲示

▲授与された名誉市民章 ▲日本刀の作製と同じ工程で
　作られる「玉鋼風鈴」

  SHISEI  Topics



広報しょうばら／ 2026.5　22 23　2026.5 ／広報しょうばら

経営戦略課シティプロモーション係  ☎ 0824-73-1159●市内のイベントやまちの話題をお届けします。Camera ReportCamera Report
カメラレポート

　　経営戦略課シティプロモーション係  ☎ 0824-73-1159●市内のイベントやまちの話題をお届けします。Camera ReportCamera Report
カメラレポート

　市政トピックス 　市政トピックス   SHISEI  Topics
語りと音色でつながる特別な時間
ヴァイオリン・ピアノコンサート

口和
支所

美しい音色に耳を傾ける参加者臨場感あふれるステージ

　

３
月
22
日
、
口
和
郷
土
資
料
館

で
、
児こ

だ
ま玉
杏あ

み実
さ
ん
、
福ふ

く
な
が永
真ま

み実

さ
ん
に
よ
る
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
名
曲
を
は
じ
め
、
懐
か
し
の

歌
謡
曲
や
唱
歌
、
親
し
み
や
す
い

Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
の
楽
曲
を
披
露
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
が
織

り
な
す
繊
細
で
豊
か
な
音
色
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
来
場
者

は
静
か
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
心

地
よ
い
音
楽
の
時
間
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

演
奏
は
観
客
の
目
前
で
行
わ

れ
、
奏
者
の
指
の
動
き
や
息
づ
か

い
ま
で
感
じ
ら
れ
る
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
曲
の
合
間
に
は
、
演
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
曲
に
込
め
た
思

い
を
語
る
場
面
も
あ
り
、
会
場
は

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
目
の
前
で

演
奏
を
見
聞
き
で
き
、
と
て
も
迫

力
が
あ
っ
た
」「
普
段
な
か
な
か

体
験
で
き
な
い
貴
重
な
時
間
だ
っ

た
」「
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
充
実
し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

暮らしやすい地域づくり 全国表彰を受賞
　比和きずな会「福祉大会」・3/23 　第 67 回全国土地改良功労者等表彰・3/25№2 №1

▲表彰式に参加した松田理事長（前列右から２番目）▲音楽に合わせて体操を行う参加者

　比和自治振興センターで、比和きずな会「福祉大会」
が行われ、約 40 人が参加しました。
　これは、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続け
ていくため、住民同士が共に考え、支え合える地域を
目指し、交流を深めることを目的としたイベントです。
　当日は、保健医療課の栄養士による生活習慣病の予
防に関する話や、比和自治振興区が行う、地域で元気
に楽しく生活するための「比和まるごと家族」の取り
組みについて紹介がありました。また、共同作業所「青
空とゆめのいえ」による雑貨販売もありました。
　最後には、元気で仲良く長生きするための体操とし
て、全員で音楽に合わせ体を動かし、参加者は「改め
て健康について考える良い機会となった」と話しました。

　東京都千代田区砂防会館別館で、第 67 回全国土地改
良功労者等表彰式が開催され、庄原市土地改良区が農林
水産省農村振興局長表彰を受けました。
　これは、基盤整備事業の推進と、令和５年４月に旧町
単位であった５つの土地改良区の合併を行ったことで県
下最大の土地改良区となり、組織や運営基盤の強化、賦
課金徴収率の改善を図ったことが評価されたものです。
　現在は、農村型地域運営組織（農村 RMO）と連携を
取りながら、農業活動の維持・地域資源の保全や地域コ
ミュニティ機能の維持・強化を図っています。
　また、スマート農業の導入を図ることを目的とした、農
地などの大区画化事業を県や市と進めており、引き続き
営農の省力化や経営力強化の取り組みを行います。

地域の足「こまわりくん」増車 私のいきかたノートを作ろう！
　こまわりくん２台目初運行・4/2 　いきかたノートの作成講座・3/15№5 №4

▲いきかたノートについて学ぶ参加者▲新車両初の乗客

　総領町内を運行する庄原市公共交通空白地有償運送
「こまわりくん」の新車両が、４月２日初運行しました。
　総領地域のこれからの公共交通を地域で見直し、安
心な暮らしを充実させるため、「こまわりくん」の車
両を１台増車し、計２台で運行しています。
　「こまわりくん」は総領地域で平成 24 年度に運行
をスタートし、町内の移動手段として、たくさんの人
に利用されています。運転手も地元の人で、安心して
利用できるよう、地域で支え合いながら運行していま
す。
　新車両に乗車した利用者は「新しい車はスライドド
アで、車高も低く乗りやすい」「こまわりくんはこの
地域になくてはならないもの」と話しました。

　東城自治振興センターで「いきかたノート」の作成
講座が開催され、町内の医療機関や介護サービス事業
所の職員 25 人が参加しました。
　いきかたノートは、「これからどのように暮らして
いきたいか」「人生の最期を、どこで、どのように迎
えたいか」など、大切にしたい生き方や日々の暮らし
を家族と一緒に叶えていくための「きっかけ」となる
ノートです。
　参加者は「利用者と今後の生活について踏み込んで
話すことがなかった。このノートをきっかけに、これ
からの生活について話をしていきたい」「余命が限ら
れている人を担当しているが、このノートを薦めて気
持ちを整理する機会を設けたい」と話しました。

▲コーラスグループあんだんて ▲日本尺八連盟　庄原幹部会

▲琴
きんじょうりゅう

城 流大正琴　東城支部

　庄原市民会館で「けんみん文化祭備北地区フェスティ
バル庄原大会」が開催されました。
　この大会は、県内の豊かな自然と伝統に育まれた文化
の発掘、継承、育成を図ることを目的に、県民の文化活
動の発表、鑑賞、交流の場として平成３年から開催され
ている「けんみん文化祭ひろしま」の地区予選を兼ねて
います。
　今回は、合唱、邦楽、大正琴、芸能、日本舞踊などの
市内の 18 団体、約 200 人が出演し、多彩なステージが
繰り広げられました。
　閉会式では、審査による「けんみん文化祭ひろしま’
26」へ出演の推薦５団体が発表され、会場は大きな拍手
に包まれました。

18 の芸能・音楽団体が華やかに競演
　けんみん文化祭備北地区フェスティバル庄原大会・3/15 №3
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悩みごと、心配ごと、困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 ６月16日㈫13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

西城 ６月11日㈭13時30分～15時30分 西城支所
東城 ６月４日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
口和 ６月３日㈬13時30分～15時30分 口和自治振興センター
高野 ６月９日㈫13時～15時 高野支所
比和 ６月２日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 ６月10日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ６月18日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1154

西城 ６月18日㈭13時30分～15時30分 西城自治振興センター 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 ６月18日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 ５月22日㈮９時30分～11時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 ６月９日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ６月２日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ６月10日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
東城 ６月19日㈮13時～16時 東城支所

広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　口和 ５月22日㈮13時～16時 口和保健福祉センター

比和 ６月５日㈮13時～16時 比和自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

地域共創課
人権・多文化共生係

生活安全相談員

地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

地域共創課
人権・多文化共生係内
庄原市消費生活センター

消費生活相談員ほか

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1154

北 部 地 域
県 民 相 談 室

① 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時15分～12時、13時～16時 広島県三次庁舎第３庁舎１階

三次市十日市東４-６-１

相談員
（電話・来所） 北部地域県民相談室

☎0824-62-5522
② ６月11日㈭13時～14時30分

（30分×３枠）
弁護士
※①の相談後、予約可

認知症カフェ

庄原 「これから」
６月９日㈫13時～15時

庄 原 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン
タージョイフル２階

相談・情報交換
参加費なし

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
６月４日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

相談・情報交換
参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
５月26日㈫14時～15時 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

高野 「ほっとカフェ」
６月19日㈮10時～12時 下高自治振興センター 高野支所市民生活係

☎0824-86-2115

比和 「あしたのカフェ」
６月16日㈫13時30分～15時 元常集会所 比和支所市民生活係

☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 ６月８日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員
社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

東城 ６月２日㈫10時00分～12時 東城支所 身体・知的障害者相談
員

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 ６月11日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身 体 障 害 者
補装具判定会 聴覚 ６月16日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

妊娠・出産・子育てについて妊娠・出産・子育てについて ●子育て応援課子育てサポート係　☎0824-73-0051
各種相談など とき ところ 備考

妊 娠 ・ 出 産
子 育 て の 相 談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

子育て応援課
子育てサポート係

ほのぼのネット　☎0824-73-0051

家 庭 児 童 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

家庭児童相談員が対応
（家庭児童相談専用ダイヤル　☎0824-73-1243）

母子健康手帳交付

５月28日㈭・６月11日㈭
９時～17時

※事前予約が必要。別日を希望される場合は、
　お問い合わせください。
※持ってくるもの
　▪出産予定日と受診した病院名が分かるもの
　▪マイナンバーカード
　▪振込先口座が分かるもの（妊婦本人の通帳、
　　キャッシュカードなど）

６月４日㈭９時～12時 東城支所

育 児 相 談 ６月２日㈫10時～11時40分 庄原保健福祉センター
※事前予約が必要。支所での相談を希望する場合
　はお問い合わせください。
※持ってくるもの：母子健康手帳

事業名 とき ところ 内容 備考

ほ の ぼ の
子 育 て 講 座

５月22日㈮
10時～12時 庄原ひだまりひろば いつから始めたらいい？

こどもの歯磨き・虫歯予防のおはなし
５月20日㈬17時までに
事前申し込みが必要。

庄
原
市
の
地
域
医
療
を
考
え

る
会　
市
民
公
開
講
座

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
の

医
療
機
関
で
、
も
し
自
分
や
家
族

が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
ど
の
よ

う
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
か
、
今

回
は
出
産
や
婦
人
科
疾
患
に
つ
い

て
、
３
人
の
医
師
が
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

と
き

５
月
９
日
㈯　

13
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー
ル

（
庄
原
市
民
会
館
）

講
座
名

こ
の
地
域
で
ず
～
っ
と
暮
ら
し
た

い
⑦　

～
地
域
で
受
け
ら
れ
る
医

療
２
０
２
６
～

講
演
①　

「
当
院
の
産
科
医
療
の
取
り
組
み
」

庄
原
赤
十
字
病
院

産
婦
人
科　

部
長

牧ま
き
の野　

康や
す
お男
医
師

講
演
②

「
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て
」

市
立
三
次
中
央
病
院

産
婦
人
科　

医
長

藤ふ
じ
も
と本　

英ひ
で
お夫
医
師

講
演
③

「
子
ど
も
の
健
康
は
お
母
さ
ん
の

お
腹
の
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

‐
庄
原
の
未
来
を
守
る
た
め
に
、

催　
　

し

今
知
っ
て
お
き
た
い
大
切
な
話
‐
」

三
原
赤
十
字
病
院

産
婦
人
科　

主
任
部
長

牧ま
き
の野　

郁い
く
こ子
医
師

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

庄
原
赤
十
字
病
院
経
営
企
画
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
１
１
１

庄
原
シ
ネ
マ
劇
場　
　
　
　

「
ほ
ど
な
く
、
お
別
れ
で
す
」

　

と
あ
る
き
っ
か
け
で
葬
儀
会
社

に
就
職
し
た
ヒ
ロ
イ
ン
と
指
南
役

の
葬
祭
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
タ
ッ
グ
を

組
み
、「
最
高
の
葬
儀
」
を
目
指

す
物
語
で
す
。

上
映
作
品

「
ほ
ど
な
く
、
お
別
れ
で
す
」

と
き

６
月
14
日
㈰

上
映
時
間

①
10
時
30
分
（
開
場
10
時
）

②
14
時
（
開
場
13
時
30
分
）

と
こ
ろ

み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー
ル

（
庄
原
市
民
会
館
）

入
場
料
（
全
て
自
由
席
）

前
売
券

▼
一
般　

１
５
０
０
円

▼
60
歳
以
上　

１
２
０
０
円

▼
３
歳
～
高
校
生　

８
０
０
円

▼
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

　

千
円	

※
み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー
ル
で
の

購
入
に
限
り
友
の
会
会
員
は
10
％

引
き
（
当
日
券
は
割
引
対
象
外
）

当
日
券

▼
一
般　

１
８
０
０
円

▼
60
歳
以
上　

１
２
０
０
円

▼
３
歳
～
高
校
生　

千
円	

▼
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

　

千
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

【
庄
原
】　

み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー
ル（
庄
原

市
民
会
館
）、
ジ
ョ
イ
フ
ル
、
東

城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
三
次
】　

サ
ン
グ
リ
ー
ン

問
い
合
わ
せ

み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー
ル

（
庄
原
市
民
会
館
）			



☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

Ⓒ
２
０
２
６「
ほ
ど
な
く
、
お
別

れ
で
す
」
製
作
委
員
会
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募　
　

集

広告

０
歳
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト　

広
響
弦
楽
四
重

奏
と
お
は
な
し
会

　

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
る
コ

ン
サ
ー
ト
と
お
は
な
し
会
の
入
場

者
を
募
集
し
ま
す
。　

対
象

０
歳
か
ら
の
子
ど
も
と
保
護
者　

※
大
人
の
み
で
も
応
募
可

と
き　
７
月
18
日
㈯

14
時
30
分
（
開
場
14
時
）

と
こ
ろ

み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー
ル

（
庄
原
市
民
会
館
）

入
場
料
（
全
て
指
定
席
）

　

入
場
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前

の
応
募
に
よ
る
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
。

応
募
期
間

５
月
11
日
㈪
～
６
月
18
日
㈭
必
着

応
募
要
項

　

応
募
に
関
す
る
注
意
事
項
を
必

ず
確
認
の
上
、「
往
復
は
が
き
」

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
は
一
人
１
通
ま
で
（
１
通

　

に
つ
き
保
護
者
を
含
め
５
人
ま

　

で
申
し
込
め
ま
す
。）。

※
小
学
生
以
下
の
み
で
の
申
込
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
複
数
の
応
募
が
確
認
さ
れ
た
場

合
、
有
効
枚
数
は
１
枚
と
な
り
ま

す
。

▼
は
が
き
代
は
申
込
者
の
負
担
と

　

な
り
ま
す
。

▼
応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合

　

は
、
本
市
の
市
民
を
優
先
し
た

　

抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
指
定
座
席
番
号
は
、
当
選
者
に

　

送
付
す
る
は
が
き
に
記
載
し
て

　

い
ま
す
。（
座
席
の
変
更
は
で

　

き
ま
せ
ん
。）

▼
当
施
設
の
駐
車
場
に
は
限
り
が

　

あ
り
ま
す
。
可
能
な
限
り
乗
り

　

合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

　

は
本
コ
ン
サ
ー
ト
の
抽
選
以
外

　

の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

応
募
は
が
き
の
記
入

【
往
信
お
も
て
】

〒729-0013

庄
原
市
西
本
町
二

丁
目
１
７
番
１
５
号

　

み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー
ル
「
０

歳
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト　

広
響
弦
楽
四
重
奏
と
お
は
な

し
会
」
観
覧
係　

を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

【
返
信
う
ら
】

　

白
紙
の
ま
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
返
信
お
も
て
】

　

応
募
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

名
前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
往
信
う
ら
】

　

応
募
者
の
①
郵
便
番
号
②
住
所

③
氏
名(

ふ
り
が
な
も
記
入)

④

電
話
番
号
⑤
人
数
５
名
ま
で
（
小

さ
な
子
ど
も
も
含
め
全
て
の
入
場

者
）
⑥
そ
の
他
※
車
い
す
席
希
望

な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
結
果
の
通
知

　

応
募
結
果
に
つ
い
て
は
７
月
上

旬
ご
ろ
に
返
信
用
は
が
き
で
連
絡

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー
ル

（
庄
原
市
民
会
館
）			



☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

広
島
県
失
語
症
者
向
け　
　

意
思
疎
通
支
援
者
養
成
研
修

　

失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援

者
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　
７
月
～
12
月（
全
９
回
）

講
師

広
島
県
言
語
聴
覚
士
会
会
員

定
員　
30
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
期
限　
６
月
26
日
㈮

そ
の
他

　

会
場
は
、
各
回
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
広
島
県
言
語
聴
覚
士
会

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

hiroshim
asta2016@

gm
ail.com

※
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。

県
営
住
宅
入
居
者

　

市
内
の
県
営
住
宅
の
う
ち
、
新

た
に
空
室
が
生
じ
た
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

６
月
９
日
㈫
～
11
日
㈭

※
最
終
日
消
印
有
効

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同

組
合　

県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
６
５
７
５

自動車税に関する問い合わせ
広島県北部県税事務所
☎ 0824-63-5181（内線 3133・3134・3135・3136）

　納税は、金融機関、コンビニのほか、口座振替、電子納付、イン
ターネットを利用したクレジットカード納付、スマートフォン
決済アプリ「ＰａｙＰａｙ」などがご利用頂けます。
　詳しくは広島県のホームページ「県税のページ」（自動車税）
をご覧ください。

自動車税は　　月 　  日までに納めましょう６６ １１ 市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
６月１日㈪６月１日㈪

■固定資産税１期
■軽自動車税定期

　「口座振替」にしている人は、納期限の前日まで
に残高確認をお願いします。

　　　税務収納課収納係☎ 0824-73-1511

な
み
か
・
ほ
ろ
か
プ
レ
ミ
ア
ム

ポ
イ
ン
ト
申
込
券
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
人
へ

　

本
市
で
は
、
物
価
高
騰
が
市
民

生
活
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
た
め
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
１
万

円
分
の
な
み
か
・
ほ
ろ
か
プ
レ
ミ

ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
み
か
・
ほ
ろ
か
プ
レ
ミ
ア
ム

ポ
イ
ン
ト
申
込
券
は
、
３
月
上
旬

か
ら
順
次「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
で
発

送
し
ま
し
た
が
、
３
月
28
日
時
点

で
受
領
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
商
工
振
興
課
で
保
管
し

て
い
ま
す
。

　

４
月
以
降
の
受
け
取
り
は
、
商

工
振
興
課
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す

の
で
、
左
記
の
書
類
を
ご
持
参
の

う
え
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

本
人
が
受
け
取
る
場
合

▼
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
・

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

代
理
で
受
け
取
る
場
合

▼
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
対
象
者

　

の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許

　

証
の
コ
ピ
ー
な
ど
）

▼
窓
口
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類

　
（
運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

そ　

の　

他

カ
ー
ド
な
ど
）

な
み
か・
ほ
ろ
か
プ
レ
ミ
ア
ム

ポ
イ
ン
ト
申
込
券
を
送
付
す

る
ま
で
に
ご
逝
去
さ
れ
た
人

の
取
り
扱
い

　

な
み
か
・
ほ
ろ
か
プ
レ
ミ
ア
ム

ポ
イ
ン
ト
申
込
券
は
、
令
和
８
年

２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
対
象

者
へ
通
知
を
発
送
し
ま
し
た
が
、

基
準
日
か
ら
発
送
日
ま
で
に
ご
逝

去
さ
れ
た
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、

発
送
を
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
、
本
市
の
事
務
処
理

が
完
了
し
た
た
め
、
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
人
の
ご
遺
族
で
プ
レ

ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
申
込
券
を
希
望

す
る
人
は
、
商
工
振
興
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
を
い
た
だ
き
次
第
、
相
続

人
へ
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
申
込

券
を
送
付
し
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
の
受
付
期
限

５
月
15
日
㈮

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
限

６
月
30
日
㈫

問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課
商
工
振
興
係		



☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

民
生
委
員・
児
童
委
員
の
日

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

周
知
を
図
る
た
め
、
毎
年
５
月
12

日
の「
民
生
委
員
児
童
委
員
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、
５
月
18
日
ま
で
の

１
週
間
を
活
動
強
化
週
間
と
し

て
、
全
国
で
一
斉
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

現
在
、
１
５
１
人
の
委
員
が
各

地
域
に
配
置
さ
れ
、
地
域
の
身
近

な
相
談
役
と
し
て
、
ま
た
、
行
政

機
関
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関

と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
委
員
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
心
配
事
が
あ
る
と

き
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
ま
た
は
主
任
児

童
委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

民
生
委
員・
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に

基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員（
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
で
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る

児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

定
数　

１
６
３
人（
う
ち
、
主
任

児
童
委
員
16
人
）

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係		



☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
３
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国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

広告広告 広告

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

ほ
た
る
祭

ほ
た
る
祭　

　

ひ
ば
の
里
の
田
ん
ぼ
周
辺
で
ホ

タ
ル
を
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
他
、
ホ
タ
ル
に
ま
つ
わ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。

と
き　
６
月
６
日
㈯

17
時
～
21
時
30
分

（
入
園
は
20
時
ま
で
）

※
雨
天
・
荒
天
時
は
中
止

※
16
時
以
降
は
中
入
口
か
ら
の
み

入
園
可
能

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷
周
辺

ほ
た
る
観
察
会

　

ホ
タ
ル
に
詳
し
い
公
園
ス
タ
ッ

フ
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
ホ
タ
ル

の
生
態
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

と
き　
６
月
６
日
㈯　

 

①
17
時
30
分
～
②
18
時
30
分
～

③
19
時
30
分
～　

※
約
40
分
／
回 

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

参
集
殿

定
員　
30
名
／
回

ほ
た
る
お
こ
わ
づ
く
り

　

ひ
ば
の
里
で
収
穫
し
た
も
ち
米

を
使
い
、
黒
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
入
っ
た
お
こ
わ
を
作
る
体
験
で

す
。

と
き　
６
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

　
「
庄
原
さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
」
と
し
て
登
録
さ
れ
た
園

内
３
カ
所
の
庭
園
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

公
開
期
間　

５
月
17
日
㈰
～
６
月
21
日
㈰

※
期
間
内
休
園
日
：
毎
週
月
曜
日

▼
ひ
ば
の
里　
さ
と
や
ま
屋
敷

　

比
婆
の
庄
屋
の
庭
で
、
10
種
類

以
上
の
可
憐
な
山
野
草
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
里
山
の
駅 

庄
原 

ふ
ら
り 

バ
ラ
園

　

約
１
２
０
品
種
２
０
０
本
の
バ

ラ
が
色
と
り
ど
り
に
咲
き
誇
る
、

華
や
か
な
バ
ラ
園
を
ご
堪
能
い
た

だ
け
ま
す
。

▼
湖
畔
ペ
レ
ニ
ア
ル
ガ
ー
デ
ン

　

初
夏
を
彩
る
セ
ー
ジ
な
ど
、
80

種
類
以
上
の
宿
根
草
が
織
り
な
す

風
景
が
楽
し
め
る
ガ
ー
デ
ン
で

す
。

（
受
付
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

上
の
農
家

参
加
費　
７
０
０
円
／
組

定
員　
15
組
／
日

ほ
た
る
籠
づ
く
り

　

麦
わ
ら
を
使
い
、「
ほ
た
る
籠
」

を
作
る
体
験
で
す
。

※
園
内
の
ホ
タ
ル
を
捕
獲
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
き

①
５
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
、
６
月

６
日
㈯
・
７
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

②
６
月
６
日
㈯

17
時
～
19
時
30
分

（
受
け
付
け
は
18
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

①
ひ
ば
の
里　

下
の
農
家

②
ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

参
加
料　

２
０
０
円

定
員　

20
組
／
日

※
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
４
月

現
在
の
も
の
で
す
。
記
載
内
容
は

天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
予
告
な

く
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出
掛
け
の

際
に
は
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

広
島
県
マ
ス
タ
ー
ズ　
　
　

冬
季
水
泳
大
会

（
１
月
25
日
／
広
島
市
中
区
）

55
～
59
歳
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位
（
大
会
新
記
録
）

55
～
59
歳
男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

55
～
59
歳
男
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

男
子
４
×
25
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
（

120
～

159
歳
）　

第
２
位

男
子
４
×
25
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

（
120
～

159
歳
）　

第
３
位

松ま
つ
か
わ川　

淳じ
ゅ
ん
じ二
（
平
和
町
）

65
～
69
歳
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

第
２
位

65
～
69
歳
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

第
１
位

女
子
４
×
25
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ

レ
ー
（

200
～

239
歳
）　

第
２
位

女
子
４
×
25
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

（
200
～

239
歳
）　

第
２
位

横よ
こ
や
ま山　

桂け
い
こ子
（
戸
郷
町
）

第
44
回
広
島
県
な
ぎ
な
た
選

手
権
大
会

（
３
月
22
日
／
広
島
市
中
区
）

【
演
技
競
技
】　

成
年
の
部　
準
優
勝

【
試
合
競
技
】　

成
年
の
部　
優
勝

足あ
だ
ち立　

朱み

ほ穂
（
川
北
町
）

（
令
和
８
年
12
月
皇
后
杯
広
島
県

代
表
）

県
大
会

経営戦略課シティプロモーション係　☎ 0824-73-1159

本年度の放送が
スタート！

毎週月曜　18時55分放送

「ひろおく便り」とは
　「ひろおく便り」は、庄原市・世羅町の１
市１町による共同広報テレビ番組です。番組
では、リポーターが各地を巡り、観光施設を
訪問したり、催しに参加したり、市民活動や
暮らしを体験したりしながら、まちの魅力を

「ひろ～く」紹介します。
　イベント情報や市の取り組みなどもお知ら
せしていますので、ぜひご覧ください。
放送回数放送回数
年間25回（うち庄原市は15回）
放送時間放送時間
毎週月曜日　18時55分～19時
リポーターリポーター
末
す え い

井　櫻
さ く ら こ

子
放送局放送局
広島テレビ（チャンネル「４」番）
過去の放送過去の放送
右記二次元バーコードから

庄原市の放送日庄原市の放送日
▪６月８日
▪８月10日
▪10月12日
▪12月14日
▪３月22日

▪７月27日
▪８月31日
▪11月30日
▪３月８日

▪６月22日
▪８月24日
▪10月26日
▪２月22日
※変更となる場合あり。

備北花ピクニック備北花ピクニック
５月10日㈰まで開催中！

初夏の花物語初夏の花物語
※期間中の月曜日は休園

５月30日㈯～７月５日㈰開催！ 特設サイト
公開中

広報しょうばら／ 2026.5　28 29　2026.5 ／広報しょうばら
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

５・６月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室（桑）
　とき　５月25日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶展示・イベント・販売
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　５月16日㈯～17日㈰　９時～15時
〇植物細密画作品展（自然を見つめよう会）
　とき　５月９日㈯～６月10日㈬
〇愛鳥週間ポスター入選作品展
　とき　６月 15 日㈪～６月 29 日㈪

☎ 0824-75-4411

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶花アート押し花作品展
とき　６月８日㈪～10日㈬　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

　タニウツギは、スイカズラ科の落葉低木で、日本海側の多
雪地帯に多く、平地から谷筋の湿気の多い場所などさまざま
な環境で生育しています。
　根元からよく枝分かれして株立ちになり、枝先や葉の脇に
ピンク色の花をたくさんつけ、満開時は枝がしなるほどにな
ります。ごくまれに白色の花をつけるものもあります。
　田植えのころピンク色の花が咲くことから「タウエバナ」
の呼び名や、早

そ う と め

乙女に見立て「ソウトメバナ」と呼ばれてい
ます。
　漢字では「谷

タ ニ ウ ツ ギ

卯木」または「谷
タ ニ ウ ツ ギ

空木」と書きますが、「卯木」
は卯月（陽暦５月）に咲くから、「空木」は小枝が中空なの
でその名が付いたと言われています。
　ちなみに、「夏は来ぬ」に歌われる卯の花は「ウツギ」（ア
ジサイ科）のことで、名前は似ていますが、別の科に属する
植物です。
　６月初旬に吾妻山で行う初夏の草花ウォッチングの頃には
花盛りを迎え、甘い蜜を求めて、マルハナバチ類やハナムグ
リ、アゲハチョウなどの昆虫も集まってきます。

　草花ウォッチングについては比和自然科学
博物館のホームページをご覧ください。

▲タニウツギの花 ▲タニウツギの白花（吾妻山にて）

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

人の動き （庄原市の人口） 

令和８年３月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３０，０５９人（前年比－７３２人）　
男　　１４，４０７人（前年比－３４６人）　
女　　１５，６５２人（前年比－３８６人）
世帯数　１４，４９４世帯（前年比－１９７世帯）
[ うち外国人 ]　人口　６１２人（前年比 +５１人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，１０２人（７，７３７世帯）
○西城地域　　２，７０９人（１，２６４世帯）
○東城地域　　６，２２９人（３，１５１世帯）
○口和地域　　１，６０５人　　（７２７世帯）
○高野地域　　１，３７６人　　（６０６世帯）
○比和地域　　１，０１３人　　（４９６世帯）
○総領地域　　１，０２５人　　（５１３世帯）

５月17日は高血圧の日
　５月 17 日は高血圧の日です。高血圧は日本人の約 4,300
万人が掛かっている病気です。血圧が高い状態（高血圧）が
長く続くと、全身の血管や心臓、腎臓などに負担が掛かり、
脳血管疾患や心疾患などさまざまな疾患を引き起こす原因に
なります。
　高血圧の主な原因である「食塩の取り過ぎ」と予防効果の
ある「野菜」の摂取について、見直してみましょう。

【食塩摂取量の現状】
　目標量よりも男性は３ｇ、女性は 2.4 ｇ多く摂取していま
す。高血圧および慢性腎臓病の重症化予防のためには１日の
食塩摂取量は６ｇ未満が推奨されています。

【野菜摂取量の現状】
　目標量よりも男女ともに約 100 ｇ不足しています。（小鉢
１皿約 70 ｇ）野菜に含まれるカリウムは、ナトリウム（塩）
を体内から排出し、血圧を低下させる働きがあります。

【健
け ん え ん

塩応援店に行ってみませんか？】
　健塩応援店とは、「備北圏域版　健康食生活応援店」の通
称で、生活習慣病、特に高血圧症の発症予防に配慮した健塩
応援メニュー（減塩メニューまたは野菜たっぷりメニュー）
を提供し、市民の皆様の健康づくりを応援している備北圏域

（庄原市・三次市）の認証飲食店です。
　
　現在、庄原市には３店舗の健塩応援店があります。（令和
８年４月時点）
▪和食もりおか（庄原市新庄町 606-1）
▪ Zakka & café　生活や（庄原市宮内町 428-1）
▪お好み　ゆみちゃん（庄原市西城町中野 1336-11）

詳しくは、市ホームページ「健塩応援店へ行っ
てみませんか？」をご覧ください。

広報日記
▶この５月号をもって広報担当２年目になりました。
広報紙を手に取っていただいた皆さんから、表紙が
良いね！と褒めていただくことがモチベーションに
つながっています。
　本年度も引き続き、手に取りたくなる広報紙を目
指して頑張りますので、よろしくお願いします！
▶４月から市役所で働き始め、広報担当に配属とな
りました　です。不慣れな部分もありますが、これか
ら市内のさまざなな場所に取材に行くのが楽しみで
す。
　伝わりやすく、読みやすい広報紙を作りたいと
思っていますので、どうぞよろしくお願いします。

休日診療のご案内

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間
５月20日㈬ 県立広島大学

庄原キャンパス 11時～15時

５月21日㈭ 庄原市役所 10時～11時15分
12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

●東城地域

５月・６月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

５月24日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
31日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900

６月7日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
14日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180 ♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　５月 25 日㈪ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　市役所本庁舎　１階市民ホール
出演者　
▶淀

よどかわ
川　萌

もえ
・・・・ソプラノ

▶牧
ま き の

野　千
ち え

恵・・・ピアノ
演奏曲目　
木
きのした

下牧
ま き こ

子作曲「おんがく」
ショパン作曲「愛の夢」　ほか
▶淀川　萌
　広島県三次市出身。国立音楽大学声楽科入学
し 2006 年よりウィーンへ渡欧。2012 年ベルヴェ
デーレ国際オペラコンクール・アテネ予選を通過し
ウィーンで世界大会に出場。同年、三次芸術文化賞
を受賞。
　現在、みよし KIRIRI 児童合唱団のボイストレー
ナーを務める傍ら、後進の育成などを行う。
▶牧野　千恵
　広島県出身。エリザベト音楽大学器楽学科卒業後、
パリへ留学しエコールノルマル音楽院でディプロマ
を修得し、コンクールなどで優秀な成績を収める。
日本ピアノ調律師協会、核なき世界基金主催のイベ
ントなど、県内外で幅広く演奏活動を行う。コロナ
禍を契機に SNS でピアノ演奏の配信をはじめイン
ターネット上での音楽フェスティバルに参加するな
ど、さまざまな方面で演奏活動を行う。

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　６月９日 （火）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

６月

１日の食塩摂取目標量
（日本人の食事摂取基準2025）

男性 女性
7.5g 6.5g

1日の野菜摂取目標量
（健康日本21）

男性および女性（10歳以上）
350g

１日の平均食塩摂取量
（令和６年度国民健康・栄養調査）
男性 女性
10.5g 8.9g

1日の平均野菜摂取量
（令和６年度国民健康・栄養調査）
男性 女性

268.6g 250.3g

タニウツギ（県北の花たち）

比和自然科学博物館　　　　☎ 0824-85-3005

　　　　　　　　　　　　開館：９時～17 時 （年末年始休館）　

広報しょうばら／ 2026.5　30 31　2026.5 ／広報しょうばら



〒
727-8501　

広
島

県
庄

原
市

中
本

町
一

丁
目

10番
1号

 
　

　
／

 ☎
0824-73-1159 ・

FAX0824-72-3322／
 【

法
人

番
号

】2000020342106
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  https://w

w
w

.city.shobara.hiroshim
a.jp ／

 印
刷

　
㈱

リ
ー

ク
ラ

ウ
ド

令
和

８
年

５
月

７
日

発
行

編
集

・
発

行
　

庄
原

市
経

営
戦

略
課

　市政トピックス 　市政トピックス 
＼裏表紙に出張！／＼裏表紙に出張！／

教育
指導課

危機
管理課

  SHISEI  Topics

　

４
月
７
日
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校

で
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
内
小
学
校
で
は
、
校
庭
の
桜
が
満

開
の
中
、
新
入
生
８
人
を
迎
え
、
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
年
生
と
手
を

つ
な
い
で
一
緒
に
入
場
し
た
新
入
生
は
、

点
呼
で
一
人
一
人
元
気
よ
く
返
事
を
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
定さ

だ
む
ね宗
由ゆ

り里
校
長
が
「
１
年

生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
入
学
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。
山
内
小
学
校
で『
人
』

『
勉
強
』『
場
所
』
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

好
き
な
こ
と
を
増
や
し
、
自
分
を
大
き

く
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
在
校
生
を
代
表
し
、
６
年

生
の
栗く

り
し
た下
陽ひ

な
た向
さ
ん
が
「
楽
し
い
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
の
山
内
小
学
校
で
一
緒
に

仲
良
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
が
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
毎
日
、
安
心
し
て
元
気
に
来

て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

山
内
小
学
校
は
、
本
年
度
「
自
ら
伸

び
る　

共
に
伸
び
る
」
を
学
校
目
標
と

し
、「
ふ
る
さ
と
山
内
で
の
学
び
を
誇
り

に
思
い
、
自
律
し
て
生
き
る
自
分
を
創

る
」
児
童
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
学
ぶ
喜
び
の
あ
る
学
校
」「
全
員
が

主
役
の
学
校
」「
地
域
が
誇
る
学
校
」
と

な
れ
る
よ
う
、
児
童
・
保
護
者
・
地
域
・

教
職
員
で
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

市
は
、
市
内
で
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
、
被
災
住
民
の
生
活
再
建

に
向
け
た
支
援
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
進

め
る
た
め
、広
島
県
行
政
書
士
会
と
「
災

害
時
に
お
け
る
被
災
者
支
援
の
た
め
の

行
政
書
士
業
務
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
、
３
月
24
日
に
市
役
所
本
庁
舎
で

締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
、
市
が
必

要
に
応
じ
て
広
島
県
行
政
書
士
会
に
対

し
被
災
者
支
援
業
務
を
要
請
し
、
罹り

さ
い災

証
明
な
ど
の
申
請
手
続
き
の
支
援
や
相

談
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
定

め
た
も
の
で
す
。

　

締
結
式
に
出
席
し
た
広
島
県
行
政
書

士
会
の
原は

ら
だ田
誠ま

こ
と

会
長
は
「
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
行
政
書
士
の
知
見
を
活
か

し
、
被
災
者
が
一
日
で
も
早
く
生
活
を

再
建
で
き
る
よ
う
、
市
と
の
協
力
体
制

を
構
築
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

希望に満ちた新１年生の門出
市内の全小・中学校で入学式

被災者の生活再建を支える体制づくり
災害時における被災者支援のための行政書士業務に関する協定

協定書を持つ八谷市長（左）と原田会長（右）

お祝いの言葉を贈る定宗校長 ピカピカの１年生、８人が仲間入り
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